
がん

目・耳・
鼻・口
の病気

呼吸器
の病気

腎臓・
泌尿器
の病気

肝臓・
すい臓・
胆嚢
の病気

子ども
の病気

循環器
と血液
の病気

全身
の病気

こころ
の病気

骨・関節
の病気

皮膚
の病気

胃・腸・
食道
の病気

女性
の病気

炎
症
性
腸
疾
患

（
I
B
D
）

脳・神経
の病気

診療最前線

胃・腸・
食道
の病気
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炎
症
性
腸
疾
患（
I
B
D
）は
、
主
に

消
化
管
に
原
因
不
明
の
炎
症
を
起
こ
す

慢
性
的
な
疾
患
の
総
称
で
、
潰
瘍
性
大

腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン
病
が
代
表
的
な
病
気

だ
。
ど
ち
ら
も
厚
生
労
働
省
よ
り
特
定

疾
患（
い
わ
ゆ
る
難
病
）指
定
を
受
け
て

お
り
、
10
代
後
半
か
ら
30
代
後
半
の
比

較
的
若
い
人
の
発
症
が
多
い
。

　

20
年
ほ
ど
前
は
数
千
人
規
模
だ
っ
た

I
B
D
の
国
内
患
者
数
は
、現
在
、潰
瘍

性
大
腸
炎
が
約
13
万
人
、
ク
ロ
ー
ン
病

が
約
3
万
人
と
い
わ
れ
、
近
年
の
患
者

数
の
著
し
い
増
加
は
、
生
活
環
境
や
食

生
活
の
変
化
に
よ
る
腸
内
細
菌
の
バ
ラ

ン
ス
の
乱
れ
が
一
因
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

慢
性
疾
患
で
あ
る
I
B
D
は
、
ま
だ

原
因
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、寛か

ん

解か
い（
症

状
が
一
時
的
に
治
ま
っ
て
い
る
状
態
）

と
再
燃
を
繰
り
返
す
の
が
一
般
的
だ
。

こ
の
た
め
治
療
は
長
期
に
わ
た
り
、
よ

り
長
く
寛
解
の
状
態
を
保
っ
て
患
者
さ

ん
の
Q
O
L（
生
活
の
質
）を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
治
療
の
主
な
目
的
と
な
る
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン
病
は
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
有
効
な
治
療
法

も
異
な
る
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
特
徴
は
下
痢
・
腹

痛
の
ほ
か
に
、粘
血
便
を
生
じ
る
こ
と
、

重
症
で
は
発
熱
や
貧
血
を
起
こ
す
こ
と
、

ま
た
ク
ロ
ー
ン
病
と
異
な
り
完
全
治
癒

が
可
能
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
治
療
は
、
炎
症
を

抑
え
る
薬
剤
や
免
疫
調
節
薬
な
ど
を
使

用
し
た
薬
物
療
法
が
中
心
だ
。「
ま
た
、

薬
剤
で
の
治
療
が
難
し
い
患
者
さ
ん
に

は
、
当
院
の
下
山
孝
名
誉
教
授
ら
が
開

発
し
保
険
適
応
と
な
っ
た
白
血
球
除
去

手
術
で
治
る
潰
瘍
性
大
腸
炎

気
の
活
動
や
症
状
が
落
ち
着
い
て
い
れ

ば
、
通
常
の
食
事
も
可
能
だ
と
い
う
。

「
た
だ
し
、悪
化
を
避
け
る
た
め
に
は
日

ご
ろ
か
ら
お
腹
に
優
し
い
食
事
を
心
が

け
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
」。　

　

腸
狭
窄
な
ど
腸
に
変
形
が
起
き
て
い

る
場
合
や
、
瘻
孔
や
膿
瘍（
化
膿
し
、
膿

が
た
ま
っ
て
い
る
状
態
）が
治
癒
し
な

い
場
合
は
、
手
術
が
必
要
と
な
る
。
外

科
的
な
根
治
が
難
し
い
ク
ロ
ー
ン
病
に

お
い
て
は
、
何
度
も
再
発
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
最
小
限
の
腸
管
切

除
や
狭
窄
を
生
じ
た
病
変
を
広
げ
る
手

術
を
行
う
。
ま
た
、
高
頻
度
で
合
併
す

る
痔
瘻
な
ど
の
肛
門
病
変
に
対
し
て
は
、

外
科
治
療
を
行
っ
た
後
、
長
期
的
な
肛

門
病
変
の
寛
解
維
持
の
た
め
に
薬
剤
療

法
を
行
う
。

　

従
来
の
栄
養
療
法
や
薬
物
療
法
で
効

果
不
十
分
な
症
例
で
は
、新
し
い
薬
物
療

法
で
あ
る
生
物
学
的
製
剤
が
使
用
さ
れ

る
。
具
体
的
に
は
炎
症
を
起
こ
す
元
と

な
っ
て
い
る
T
N
F
‐
α
を
中
和
す
る

抗
体
で
あ
る
、
イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ（
商

品
名 

レ
ミ
ケ
ー
ド
）や
ア
ダ
リ
ム
マ
ブ

（
商
品
名 

ヒ
ュ
ミ
ラ
）が
有
効
だ
。
前
者

は
点
滴
で
、0
、2
、6
週
目
の
3
回
投

与
で
寛
解
導
入
を
図
り
、以
後
8
週
ご
と

の
寛
解
維
持
療
法
に
移
行
す
る
。
ま
た
、

後
者
は
皮
下
注
射
を
2
週
ご
と
に
行
う

が
、慣
れ
れ
ば
自
己
注
射
も
可
能
だ
。

　

I
B
D
の
治
療
に
お
い
て
は
、
内
科

と
外
科
の
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠
だ
。
そ

の
点
、兵
庫
医
科
大
学
病
院
に
は
高
度
な

知
識
と
技
術
を
持
っ
た
I
B
D
の
専
門

医
が
下
部
消
化
管
科
、下
部
消
化
管
外
科

と
も
に
多
数
在
籍
し
て
お
り
、
い
ず
れ

も
日
本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
診
療
実
績

を
上
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
質
の
高
い
診
療
を
提
供
す
る

　

ク
ロ
ー
ン
病
は
口
か
ら
肛
門
ま
で
の

消
化
管
の
ど
の
部
位
で
も
起
こ
り
得
る
。

特
に
、
小
腸
の
終
末
部
分
の
回
腸
と
大

腸
に
か
け
て
最
も
よ
く
起
こ
り
、
肛
門

周
囲
の
皮
膚
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、腸
狭
窄
や
、隣
接
す
る
腸
管
や
臓

器
に
瘻ろ

う

孔こ
う（
炎
症
に
よ
っ
て
生
じ
る
管

状
の
穴
）な
ど
が
現
れ
、痔じ

瘻ろ
う

を
合
併
す

る
こ
と
が
多
い
。「
ク
ロ
ー
ン
病
は
、点

滴
で
の
薬
物
療
法
が
非
常
に
有
効
で
す
。

ま
た
、
成
分
栄
養
剤
に
よ
る
栄
養
療
法

に
よ
っ
て
食
事
か
ら
腸
に
刺
激
を
与
え

る
物
質
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
炎
症
が

改
善
さ
れ
、
腹
痛
や
下
痢
な
ど
の
症
状

も
治
ま
り
ま
す
」と
松
本
主
任
教
授
。
病

こ
と
を
目
指
し
、2
0
0
9
年
に
開
設

さ
れ
た
I
B
D
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内
科

と
外
科
の
連
携
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る

と
と
も
に
、看
護
師
や
管
理
栄
養
士
に
よ

る
生
活
・
栄
養
指
導
な
ど
総
合
的
な
対
応

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
長

で
も
あ
る
松
本
主
任
教
授
は「
西
日
本
に

お
け
る
I
B
D
治
療
の
中
心
的
な
施
設

と
し
て
、遠
方
の
患
者
さ
ん
や
長
期
経
過

の
患
者
さ
ん
が
、
い
つ
で
も
適
切
な
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て

療
養
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
地
域

の
各
医
療
施
設
と
の
連
携
も
図
っ
て
い

ま
す
」と
話
す
。
日
本
の
I
B
D
治
療
指

針
の
作
成
な
ど
に
も
携
わ
る
松
本
主
任

教
授
だ
が
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
う
姿
勢
は
忘
れ
な
い
。

　
「
I
B
D
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る

治
療
の
場
合
は
特
に
、患
者
さ
ん
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
治
療
法
の
選
択

が
必
要
。
大
切
な
の
は
、患
者
さ
ん
の
話

を
よ
く
聞
き
、一
緒
に
治
療
法
を
考
え
て

い
く
こ
と
で
す
」。
今
後
は
、
臨
床
栄
養

部
と
連
携
し
た
栄
養
指
導
教
室
や
外
来

医
の
充
実
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
医
療
の
向
上
に
努
め
る
と
い
う
。

　

よ
り
良
い
医
療
と
は
何
か
。兵
庫
医
科

大
学
病
院
は
常
に
追
求
し
続
け
て
い
る
。

難
治
型
の
ク
ロ
ー
ン
病
に
も

有
効
な
生
物
学
的
製
剤

療
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」

と
I
B
D
セ
ン
タ
ー
長
で
下
部
消
化
管

科
の
松
本
譽
之
主
任
教
授
は
話
す
。

　

こ
れ
ら
の
内
科
治
療
に
対
し
抵
抗
を

示
す
難
治
性
の
場
合
や
、
緊
急
・
劇
症

の
場
合
、
が
ん
の
合
併
を
起
こ
し
て
い

る
場
合
な
ど
に
は
、
手
術
が
必
要
と
な

る
。「
潰
瘍
性
大
腸
炎
は
、
基
本
的
に
大

腸
に
の
み
生
じ
る
も
の
で
、手
術
に
よ
っ

て
大
腸
を
す
べ
て
摘
出
す
る
こ
と
で
根

治
治
療
が
可
能
で
す
」と
力
強
く
語
る

の
は
下
部
消
化
管
外
科
の
池
内
浩
基
教

授
。「
術
式
は
、
当
院
の
宇
都
宮
名
誉
教

授
が
開
発
し
た
結
腸
全
摘
・
直
腸
粘
膜

切
除
、J
型
回
腸
嚢の

う

肛
門
吻
合
術
を
第

一
選
択
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
な
ら
肛

門
機
能
も
温
存
で
き
、
術
後
の
Q
O
L

も
向
上
し
ま
す
」。
回
腸
嚢
炎
等
の
大
き

な
問
題
が
な
け
れ
ば
、
術
後
は
検
査
の

必
要
も
な
い
と
い
う
。

I
B
D
セ
ン
タ
ー
の
役
割

炎
症
性
腸
疾
患

（
I
B
D
）と
は

栄
養
療
法
が
有
効
な

ク
ロ
ー
ン
病

下部消化管外科

池
いけ

内
うち

 浩
ひろ

基
き

教授

下部消化管科

松
まつもと

本 譽
たか

之
ゆき

主任教授

潰瘍性大腸炎

クローン病

口腔

肛門 直腸

小腸

食道

胃

大腸

回腸

胃・腸・食道の
病気

■
白
血
球
除
去
療
法
と
は

　
何
ら
か
の
理
由
で
白
血
球
の
免
疫

機
能
が
過
剰
に
反
応
し
て
し
ま
い
、

大
腸
の
粘
膜
に
炎
症
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
潰
瘍
性
大
腸
炎
の
原
因
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
白
血
球
除

去
療
法
は
、
過
剰
に
反
応
し
て
い
る

白
血
球
を
血
液
か
ら
取
り
除
き
、
浄

化
し
た
血
液
を
体
内
に
戻
す
治
療
法
。

兵
庫
医
科
大
学
病
院
の
下
山
名
誉
教

授
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
2
0
0
1
年

の
保
険
承
認
に
続
き
、
2
0
0
2
年

7
月
の
「
潰
瘍
性
大
腸
炎
治
療
指
針

改
訂
案
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

炎症性腸疾患
（IBD）

■ IBD が発症しやすい場所


